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赤ちゃんが、うまれましたよ。
はじめての 赤ちゃん、ちいさな いのち。
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ママとパパは、いろんなことを、してあげたいなあ　とおもいます。

おいしい おっぱい、
うんと のませてあげたいなあ。

だっこ、いっぱい してあげたいなあ。

いつも、うたを うたってあげたいなあ。
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「たくさん チュウ してあげたいなあ」とパパ。
すると ママは、あわてて いいました。

「だ、だめだめ、だめですよ！」
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チュウなんてしたら、
赤ちゃんに バイきんが うつってしまうわって、
ママは、こわいかお。
それから、きたない手で、赤ちゃんに、
べたべた さわらないでねって。

「これくらい、へいきさっ」
　　パパは、赤ちゃんの ほっぺに、かおを ちかづけます。

「むかしは、やわらかく かんだものを、
　　　　口うつしで たべさせたぐらいだぞ」
なんていう パパに、ママは、さけびました。
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「そんなの、だめったら、だめったら、  
　　　　　だめったら、だめー！！！」
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そのこえの 大きなこと！
すやすや ねむっていた 赤ちゃんは、びっくり。
サイレン みたいに、わーわー なきます。



12 13
12 13

ママは、あわてて あやしますが、
赤ちゃんは、なきやみません。

「もうー、どうしたらいいのー！」
　　ママまで、なきだして しまいました。
　　赤いかおの ママと、
　　もっと 赤いかおの 赤ちゃん。
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赤ちゃんと ママの なきごえサイレンは、
　   びょういんじゅうに、ひびきわたっています。
　                                 パパは、おろおろ。

「どうしたんですか！？」
やってきたのは、かんごしさんです。
パパの はなしを きいて、かんごしさんは、

「あらあら」と あきれています。
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たしかに、口うつしは、よくないんですよ。
おとなと おなじ スプーンや フォークを、
つかうのも よくない。

おとなの もっている バイきんを、
赤ちゃんに うつしてしまいます。

「でも、とくに 気を つけなくちゃ いけないのは、
歯が はえてくるころですし。 それに いつだって、
ほっぺに チュウ ぐらいは、だいじょうぶですよ。」
かんごしさんは、やさしく おしえてくれました。
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ほーら、そんなに しんぱい すること ないんだから。
「チュウ したって いいよね？」
パパは、ママに ききました。
ママは、こくりと うなずきました。

チュッ。
パパが ほっぺに チュウ したら、あーら、あら。
赤ちゃんは、ぴたっと なきやみました。

パパの チュウは、まほうの チュウね。


